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■️上紋峠周辺の巨大風発計画を追う【２】

の
テ
レ
ビ
番
組
も
観
た
け
れ
ど
、
50
基
も

あ
る
と
何
百
回
も
家
の
前
を
通
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ら
が
詳
し
く
分
か
ら
な
い
限

り
、
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
。
住
ん
で
い

る
人
間
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
」

　

と
切
実
な
不
安
を
述
べ
た
が
、
Ｇ
Ｐ

Ｉ
側
は「
現
在
も
工
事
車
両
や
輸
送
車
は

走
っ
て
お
り
、
風
車
の
運
搬
が
特
別
う
る

さ
く
は
な
い
。（
他
地
域
で
は
）住
民
の
皆

さ
ん
か
ら『
眠
れ
な
い
』な
ど
の
苦
情
は
聞

い
て
い
ま
せ
ん
」と
意
に
介
さ
な
い
。

　

自
然
ガ
イ
ド
の
仕
事
に
携
わ
る
男
性
は
、

「
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
人
工
物
が
で

き
る
こ
と
の
問
題
を
強
く
感
じ
る
人
間
が

い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
は

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
上
紋
峠
付
近
を
案
内
し

て
い
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
仕
事
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

　

と
前
置
き
し
て
、
予
定
地
周
辺
で
の
希

少
猛
禽
類
や
、
渚
滑
川
流
域
で
の
日
本
ザ

リ
ガ
ニ
の
生
息
な
ど
に
対
し
、
事
業
者
側

が
配
慮
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

ま
た
大
規
模
な
建
設
計
画
に
対
し
、

「
す
ご
い
事
業
規
模
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま

で
お
金
が
か
か
る
風
力
発
電
は
儲
か
る
の

か
？
」

　

と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
人
も
。
Ｇ
Ｐ
Ｉ

側
が「
円
安
や
原
油
高
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
そ
ん
な
に
は
儲
か
ら
な
い
。
国
か
ら

の
補
助
金
が
増
え
な
い
と
事
業
化
は
難
し

い
の
か
な
、
と
…
。
ま
だ
初
期
段
階
で
あ

り
、
国
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
環
境
と

経
済
の
両
面
か
ら
成
り
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」な
ど
と
本
音

ら
し
き
弁
を
述
べ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

半
数
ほ
ど
の
住
民
が
発
言
し
た
が
、
Ｇ

Ｐ
Ｉ
側
に
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
説
明
が
多
く
、
筆
者
に
は「
配
慮
書
」公

表
前
の
地
な
ら
し
作
業
に
見
え
た
。

　

滝
上
町
で
の
説
明
会
直
後
の
４
月
22

日
、
関
西
電
力
に
よ
る「
古
平
・
余
市
ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」が
計
画
さ
れ
て

い
る
後
志
管
内
余
市
町
の
齊
藤
啓
輔
町
長

は
、「
町
と
し
て
現
時
点
で
は『
賛
成
で
き

な
い
』と
の
判
断
に
至
っ
た
」と
の
考
え
を

表
明
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
環
境
ア
セ

ス
手
続
き
の
中
で
必
要
な
森
林
法
な
ど
関

係
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
や
同
意
を
し
な

い
─
─
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

同
事
業
は
、
余
市
町
と
古
平
町
に
ま
た

が
る
高
台
に
最
大
18
基
、
同
出
力
７
・
56

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
風
力
発
電
所
を
建
設
す

る
計
画
。
当
初
は
隣
の
仁
木
町
な
ど
も
候

補
地
だ
っ
た
が
、
住
民
の
反
対
な
ど
が
あ

り
計
画
を
縮
小
し
た
。
上
紋
峠
周
辺
で
の

Ｇ
Ｐ
Ｉ
の
計
画
に
比
べ
、
基
数
で
３
分
の

１
、
出
力
で
４
分
の
１
ほ
ど
の
規
模
に
な

る
。
現
在
は
ア
セ
ス
手
続
き
の「
配
慮
書
」

に
続
く「
方
法
書
」の
段
階
だ
。

　

今
年
２
月
、
町
内
の
果
樹
農
家
が
中
心

に
な
っ
て「
余
市
町
の
風
力
発
電
に
反
対

す
る
会
」が
設
立
さ
れ
、
計
画
の
中
止
を

求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を
ス
タ
ー
ト
。

平
川
敦
雄
代
表
は
こ
う
呼
び
か
け
た
。

「
高
品
質
の
ワ
イ
ン
は
、
畑
の
土
も
水
も

風
景
も
大
切
で
、
今
回
は
送
電
線
が
ぶ
ど

う
園
地
を
潰
し
て
ま
で
実
行
予
定
で
す
。

農
家
は
畑
が
命
。
余
市
の
農
家
の
苦
し
み

は
甚
大
で
す
。
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
畑
を

潰
し
て
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
の
動
き

は
、
農
業
生
産
者
の
存
続
に
も
関
わ
り
ま

す
」（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
投
稿
の
要
旨
）

　

余
市
町
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
も
踏
ま
え
、

　
①
事
業
計
画
の
具
体
性
が
十
分
で
な
い

　
②
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い

　
③
行
政
運
営
に
影
響
が
あ
る

な
ど
を
理
由
に「
不
同
意
」を
決
め
た
。「
反

対
す
る
会
」は
今
後
、
町
に
は「
規
制
条
例

の
制
定
」、道
に
は「
環
境
ア
セ
ス
の
改
善
」

を
求
め
、
関
西
電
力
が
事
業
の
白
紙
撤
回

を
宣
言
す
る
ま
で
活
動
を
続
け
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
上
紋
峠
周
辺
で
の
大

規
模
風
発
計
画
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

与
え
る
だ
ろ
う
。

　

上
紋
峠
の
周
辺
で
進
む
国
内
最
大
規
模
の
風
力
発
電
計
画
を
追
う【
第
２
回
】

　

上
紋
峠
の
周
辺
で
進
む
国
内
最
大
規
模
の
風
力
発
電
計
画
を
追
う【
第
２
回
】

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
滝
上
町
と
上
川
管
内
士
別
市
と
の
境
界
部
に
位
置
す
る
上
紋
峠
の

周
辺
で
、
最
大
で
50
基
、
出
力
30
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
日
本
で
も
最
大
規
模
の
陸

上
風
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
多
く
の
道
民
に
知
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
進
む
。
滝
上
町
内

で
初
の
住
民
説
明
会
が
開
催（
先
月
号
を
参
照
）さ
れ
た
の
に
続
き
、
４
月
16
日
に
は

環
境
ア
セ
ス
制
度
に
基
づ
く
法
定
説
明
会
も
─
─
。
事
業
計
画
が
周
知
さ
れ
る
に
つ

れ
、
住
民
間
で
の
賛
否
の
声
が
少
し
ず
つ
顕
在
化
す
る
一
方
で
、
後
志
管
内
余
市
町

で
は
関
西
電
力
の
計
画
に
対
し
、
齊
藤
啓
輔
町
長
が「
不
同
意
」を
表
明
し
た
。
道
内

の
状
況
を
俯
瞰
し
な
が
ら
本
稿
後
半
で
は
、
再
エ
ネ
問
題
に
明
る
い
佐
々
木
邦
夫
さ

ん
に
風
力
発
電
の
今
に
つ
い
て
訊
い
た
。　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

費
用
増
に
国
頼
み
、自
然
破
壊
の

費
用
増
に
国
頼
み
、自
然
破
壊
の

再
エ
ネ
開
発
に
未
来
は
あ
る
の

再
エ
ネ
開
発
に
未
来
は
あ
る
の
かか

滝上町の大規模風力発電所予定地に近い地元住民を対象に開かれた説明会。滝上町の大規模風力発電所予定地に近い地元住民を対象に開かれた説明会。
「再エネ特別措置法」に基づくもので 14 人が参加。対象住民を限定したが、「再エネ特別措置法」に基づくもので 14 人が参加。対象住民を限定したが、
機材輸送時の騒音や風車による事故、自然環境への影響などを懸念する声機材輸送時の騒音や風車による事故、自然環境への影響などを懸念する声
が相次いだ（４月 16日、同町内で）が相次いだ（４月 16日、同町内で）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）企
業

大
手
の
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト（
以
下
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）に
よ
る
風
力
発
電

所（
風
発
）建
設
計
画
を
め
ぐ
り
、
滝
上
町

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
住
民
説
明
会（
３

月
11
日
）で
の
や
り
取
り
を
、
先
月
号
で

紹
介
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
４
月
16

日
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
は
町
内
８
地
区
の
住
民
に
限

定
し
、「
再
エ
ネ
特
別
措
置
法
」に
基
づ
く

説
明
会
を
開
い
た
。

「
最
大
50
基
、
30
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」と
い
う
、

国
内
の
陸
上
型
風
発
で
は
最
大
規
模
と
な

る
計
画
の
入
り
口
段
階
で
、
事
業
者
に
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の「
配
慮
書
」な
ど
の

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
３
月
時

点
で
は「
今
年
６
月
」と
さ
れ
た「
配
慮
書
」

の
公
表
は
、
９
月
に
ず
れ
込
み
。
そ
れ
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭
に
、
今
回
の
法

定
説
明
会
に
至
っ
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｉ
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
町
と
協
議
し
、
建
設
予
定
地
に
近
い
８

地
区
の
住
民
の
み
を
説
明
会
の
参
加
対
象

に
し
た
。
市
街
地
の
住
民
ら
は
除
外
さ
れ
、

「
傍
聴
は
認
め
る
」と
い
う
運
営
に
─
─
。

参
加
し
た
町
民
は
14
人
だ
っ
た
。

　

最
初
に
発
言
し
た
の
は
、
建
設
予
定
地

に
最
も
近
い
地
域
で
暮
ら
す
女
性
。

「
わ
た
し
の
家
は（
巨
大
風
車
の
機
材
な
ど

を
運
ぶ
）道
道
61
号
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
も

離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
秋
田
で
の
風
車
建
設上紋峠にほど近い藻瀬狩山に事業者が設置した

風況調査用の観測塔（中央部分）

滝
上
町
で
再
エ
ネ
特
措
法
の
説
明
会

騒
音
や
環
境
、
コ
ス
ト
な
ど
に
懸
念

余
市
町
長
は
関
電
計
画
に
同
意
せ
ず

条
例
制
定
な
ど
求
め
住
民
の
運
動
も
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あ
り
ま
す
。

　
─
─
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
講
じ
て

発
電
し
た
電
気
を「
地
産
地
消
」す
る
の
で

は
な
く
、
遠
く
離
れ
た
都
市
部
な
ど
に
供

給
す
る
こ
と
に
僕
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
ね
。

総
事
業
費
は
数
百
億
円
に
上
る
と
の
説
明

で
し
た
が
。

　
佐
々
木　
あ
る
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
林
地
開
発
行
為
の
情
報
開
示
請
求
を
し

た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
16
基
の
総
事
業
費
が

２
百
億
円
近
い
金
額
で
し
た
。
上
紋
峠
周

辺
で
の
大
規
模
風
力
の
場
合
、
総
事
業
費

は
１
千
億
円
近
く
ま
で
増
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
稼
働
終
了
後
、
大
型
重
機

を
入
れ
て
50
基
も
の
基
礎
部
分
を
掘
り
起

こ
す
計
画
で
す
が
、
原
状
復
帰
は
無
理
だ

と
思
い
ま
す
。
以
前
、
北
海
道
森
林
管

理
局
の
管
理
官
に「
原
状
復
帰
で
き
る
の

か
？
」と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
無
言
で
し
た
。

　
─
─
建
設
段
階
の
森
林
改
変
だ
け
で
な

く
、
稼
働
後
も
影
響
が
あ
る
、
と
。

　
佐
々
木　
撤
去
時
に
も
土
砂
の
流
出
な

ど
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
渚
滑
川

を
経
由
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
入
る
わ
け

で
、
下
流
部
の
水
道
水
や
漁
業
な
ど
へ
の

影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
─
─
昨
年
、
大
阪
ガ
ス
系
の
企
業
が
事

業
の
中
止
を
決
め
た「
苫
東
厚
真
風
力
発

電
事
業
」で
も
、
住
民
ら
の
反
対
は
ひ
と

つ
の
要
因
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
？

　
佐
々
木　
反
対
運
動
が
起
き
た
地
域
で

も
、
事
業
を
や
め
る
時
は「
資
材
費
の
高

騰
」を
理
由
に
す
る
の
で
す
。
た
だ
、
関

西
電
力
に
よ
る「
伊
達
・
千
歳
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
事
業
」（
最
大
出
力
・
約
８
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）で
は
、
大
き
な
住
民
の
反
対

は
起
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
北
海
道
の

環
境
影
響
評
価
審
議
会
で
批
判
を
浴
び
ま

し
た
。
一
部
区
域
が
国
立
公
園
に
含
ま
れ

る
た
め
事
業
者
が
審
議
会
に
呼
ば
れ
、「
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
造
る
と
は
、
何
を
考
え
て

い
る
ん
だ
」と
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ

ジ
ー
に
よ
る「
黒
松
内
町
風
力
発
電
事
業
」

（
最
大
７
・
56
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）も
事
業
が

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
松
内
は「
ブ
ナ

の
里
」で
知
ら
れ
て
お
り
、
町
の
環
境
基

本
条
例
の
中
に「
工
作
物
を
造
っ
て
は
い

け
な
い
」と
い
う
主
旨
の
規
定
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　
─
─
上
紋
峠
周
辺
で
の
計
画
は
今
年
９

月
に
も
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト「
配
慮
書
」の

公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
考
え
ら
れ

る
ア
セ
ス
の
問
題
点
は
？

　
佐
々
木　
上
紋
峠
付
近
の
国
有
林
の
大

部
分
は
、
水
源
涵
養
保
安
林
や
土
砂
流
出

防
備
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山

の
尾
根
伝
い
に
風
車
を
造
る
計
画
で
す
が
、

（
設
置
に
向
け
て
）樹
木
を
伐
採
す
る
と
、

周
辺
の
植
生
に
対
す
る
影
響
や
降
雨
時
の

土
砂
の
流
出
な
ど
の
影
響
が
大
き
い
。
資

材
を
運
ぶ
道
路
も
、
最
上
部
の
幅
員
が
４

メ
ー
ト
ル
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
カ
ー
ブ

の
部
分
は
か
な
り
緩
い
勾
配
じ
ゃ
な
い
と

運
搬
は
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
道
内
で
は
、

全
幅
20
メ
ー
ト
ル
の
作
業
道
を
造
っ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
─
─
天
塩
岳
と
ウ
エ
ン
シ
リ
岳
に
挟
ま

れ
た
上
紋
峠
の
周
辺
は
こ
れ
ま
で
、
自
然

環
境
に
関
す
る
調
査
の
空
白
地
帯
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
90
年
代
に
道
は
、
岩
尾
内

湖（
ダ
ム
湖
）周
辺
の
環
境
調
査
報
告
書
を

出
し
て
い
ま
す
が
、
希
少
猛
禽
類
の
オ
ジ

ロ
ワ
シ
な
ど
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
佐
々
木　
オ
ホ
ー
ツ
ク
側
の
内
陸
部
で

は
、
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
よ
。

　

─
─
滝
上
町
で
は
昨
年
、「
ヒ
グ
マ
ゾ
ー

ニ
ン
グ
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
が
、
上

紋
峠
一
帯
は「
コ
ア
生
息
地
」と
い
う
位
置

づ
け
で
す
。
そ
こ
に
50
基
も
の
大
型
風
車

を
建
設
す
る
と
、
ヒ
グ
マ
が
人
里
に
下
り

　

─
─
上
紋
峠
周
辺
で
の「
最
大
50
基
・

出
力
30
万
kW
」計
画
は
、
国
内
の
陸
上
風

力
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
規
模
で
す
か
。

　

佐
々
木 

邦
夫　

宗
谷
管
内
な
ど
の

ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
Ｈ
Ｄ
に
よ
る
計
画
と

並
ん
で
最
大
規
模
で
す
。
現
状
で
は
、
北

海
道
や
秋
田
、
青
森
に
風
力
発
電
所
が
過

度
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
─
─
計
画
で
は
１
基
の
最
大
出
力
が
４

千
～
６
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
が
。

　
佐
々
木  

６
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
最
近
の

洋
上
風
力
の
レ
ベ
ル
で
、
全
国
的
に
も
例

を
見
な
い
大
規
模
事
業
で
す
。

　

─
４
月
12
日
、
秋
田
県
男
鹿
市
で
風

車
の
羽
根（
ブ
レ
ー
ド
）が
折
れ
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
１
年
前
に
秋
田
市
内
で

起
き
た
、
ブ
レ
ー
ド
の
落
下
に
よ
る
死
亡

事
故
に
続
く
２
例
目
で
す
。
深
刻
な
事
態

と
受
け
止
め
た
秋
田
県
知
事
が
経
済
産
業

省
を
訪
れ
、
緊
急
点
検
と
原
因
究
明
を
要

望
し
た
と
い
い
ま
す
。 

　
佐
々
木  

秋
田
で
は
住
民
の
反
対
運
動

が
続
き
、
何
度
も
知
事
に
申
し
入
れ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
知
事
自
身
が
問
題
を

提
起
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

　
─
─
鈴
木
直
道
知
事
は
、
釧
路
湿
原
周

辺
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
を
問
題
視
し
ま

し
た
が
、
風
力
は
沈
黙
し
て
い
ま
す
。

　
佐
々
木  

小
樽
市
と
余
市
町
の
山
間
部

に
双
日
が
計
画
し
た
大
規
模
風
力
発
電
所

は
、
23
年
６
月
に
中
止
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。「
環
境
や
防
災
上
の
懸
念
」を
理
由
に

迫
俊
哉
・
小
樽
市
長
が
明
確
な
反
対
を
表

明
し
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
。
住
民
と

行
政
が
一
体
に
な
っ
た
運
動
が
中
止
の
大

き
な
要
因
で
し
た
が
、
当
時
も
知
事
は
風

力
発
電
の
懸
念
事
項
に
つ
い
て
発
言
し
て

い
ま
せ
ん
。

上紋峠から滝上方面を望む。一帯にはヘアピンカーブや覆道が多い

９月に公表予定の「配慮書」が環境アセスメントの第一段階に
（事業者側の説明資料から）

　
─
─
道
内
で
の
最
近
の
動
き
は
？

　
佐
々
木  

つ
い
先
日
、
函
館
市
と
七
飯

町
で「
函
館
寅
沢
風
力
発
電
事
業
」の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
最
大
で
11
基
・
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

弱
で
す
が
、
説
明
会
終
了
後
、
若
い
世
代

を
中
心
に
水
源
と
周
辺
の
生
態
系
を
守
る

市
民
団
体
を
設
立
し
、
署
名
運
動
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

 

─
─
上
紋
峠
付
近
は
標
高
８
百
～
９
百

メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
帯
で
す
。
先
日
の
滝

上
町
の
説
明
会
で「
こ
ん
な
場
所
に
発
電

所
を
造
っ
て
儲
か
る
の
か
？
」と
質
問
し

た
住
民
が
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木　
売
電
価
格
の
低
下
や
資
材
の

高
騰
、
工
事
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
り
事
業

の
採
算
性
は
き
び
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
目
的
と
し
た
賦
課
金（
再
エ
ネ
賦
課
金
）

の
単
価
は
、
26
年
度
か
ら
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
４
円
余
り
に
上
昇
し
ま
し
た
。
ま

た
、
風
力
発
電
事
業
に
は
投
資
や
証
券
・

保
険
会
社
が
参
画
し
て
お
り
、
投
資
案
件

と
し
て
の
側
面
が
強
い
。
国
か
ら
の
補
助

金
や
賦
課
金
の
増
加
な
ど
の
支
援
が
得
ら

れ
、
電
力
の
小
売
事
業
を
行
な
う
企
業
も

「
出
力
30
万

kW
」は
日
本
最
大
の
規
模

道
内
で
も「
計
画
中
止
」の
事
例
が
…

採
算
性
き
び
し
く
国
の
支
援
が
頼
り

果
た
し
て
風
力
発
電
は
儲
か
る
か
？

自
然
の
改
変
や
土
砂
流
出
の
恐
れ
も

ヒ
グ
マ
の「
コ
ア
生
息
地
」に
建
設
へ

（ささき・くにお）1967 年、稚内市生まれ。
札幌市内で 20 年間ほど測量コンサルタン
ト業務の後、Ｕターン。稚内市議などを経
て石狩市に移住。現在、北海道風力発電問
題ネットワーク代表、（一社）北海道自然保
護協会常務理事などを務める

　

各
地
の
風
力
発
電
問
題
に
明
る
い
佐
々
木
邦
夫
さ
ん
に
訊
く
計
画
の
問
題
点

　

各
地
の
風
力
発
電
問
題
に
明
る
い
佐
々
木
邦
夫
さ
ん
に
訊
く
計
画
の
問
題
点

建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
で
立
地
が
難
し
く

住
民
や
首
長
ら
の
反
対
で
中
止
事
例
も
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し
か
出
な
い
よ
う
に
進
め
る
」と
言
う
わ

け
で
す
。

　

た
と
え
ば
幌
延
町
の
浜
里
地
区
で
は
、

ア
セ
ス
を
実
施
し
て
も
次
か
ら
次
に
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

前
段
の
調
査
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で

す
。
経
産
省
よ
り
環
境
省
が
反
応
す
べ
き

案
件
で
す
が
、
ア
セ
ス
の「
準
備
書
」の
段

階
を
す
ぎ
る
と
環
境
省
か
ら
手
が
離
れ
て

し
ま
う
。

　
─
─
環
境
ア
セ
ス
法
は
昔
か
ら
抜
け
穴

だ
ら
け
で
す
か
ら
ね
。

　
佐
々
木　
「
準
備
書
」の
段
階
で
公
聴
会

を
開
催
す
る
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近

は
公
聴
会
自
体
が
中
止
に
な
る
事
例
が
多

い
の
で
す
。「
参
加
し
た
い
」と
手
を
挙
げ

る
人
が
お
ら
ず
、
主
催
者
側
は「
申
し
出

が
な
か
っ
た
の
で
中
止
し
ま
す
」と
な
る

わ
け
で
す
。

　
─
─
住
民
や
市
民
、
関
係
す
る
自
治
体

に
対
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
佐
々
木　
最
近
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
問

題
で
規
制
条
例
を
作
ろ
う
と
す
る
自
治
体

が
出
て
き
ま
し
た
が
、
風
力
の
場
合
は
ア

セ
ス
が
中
心
に
な
り
、
な
か
な
か
自
治
体

の
関
わ
り
が
難
し
い
。
自
然
環
境
は
地
域

出
な
く
て
も
、
多
量
の
雨
が
降
る
と
沢
に

水
が
走
り
ま
す
。

　
─
─
災
害
時
の
対
応
な
ど
は
？

　
佐
々
木　
風
車
か
ら
火
災
が
発
生
し
た

場
合
、
上
紋
峠
付
近
ま
で
は
消
防
車
が
行

け
ま
す
が
、
ハ
シ
ゴ
車
が
届
く
距
離
で
は

な
く
、
せ
い
ぜ
い
延
焼
を
防
ぐ
く
ら
い
で

は
な
い
か
。
避
雷
装
置
は
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
落
雷
の
影
響
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
経

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
事
故
の
事
例
が

た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、「
落
雷
の
影
響
だ

ろ
う
…
」と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
ま
す

が
、
最
終
結
論
は
曖
昧
な
ん
で
す
ね
。

　
─
─
３
～
４
年
か
け
て
実
施
す
る
調
査

で
、
複
雑
な
自
然
環
境
の
実
態
を
把
握
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
住
民
の
意
見
は
十
分

反
映
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
佐
々
木　
環
境
ア
セ
ス
制
度
の
中
で
住

民
が
参
加
で
き
る
機
会
は
非
常
に
少
な
く
、

意
見
書
を
出
せ
る
の
は
３
回
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
そ
の
意
見
は
ほ
ぼ
反
映

さ
れ
な
い
。
環
境
大
臣
や
経
済
産
業
大
臣

が
事
業
者
に
対
し
、
発
電
機
の
基
数
の
削

減
や
位
置
の
変
更
を
勧
告
し
て
も
、
中
止

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
強
制
権
が

な
い
た
め
、
事
業
者
は「
最
低
限
の
影
響

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
。

　
佐
々
木　
ク
マ
が
警
戒
す
る
時
の
う
め

き
声
と
同
等
の
低
周
波
音
を
断
続
的
に
発

生
さ
せ
て
威
嚇
す
る「
ク
マ
ど
ん
」と
い
う

忌
避
装
置
が
開
発
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
風
車
か
ら
も
こ
う
し
た
低
周

波
音
が
出
る
わ
け
で
、
ヒ
グ
マ
に
対
す
る

影
響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　
─
─
工
事
に
よ
る
影
響
は
？

　
佐
々
木　
上
紋
峠
付
近
に
は
地
滑
り
地

形
が
点
在
し
、
脆
弱
な
地
盤
の
土
地
で
す
。

ま
た
、
風
車
の
下
手
に
は
深
い
沢
が
あ
る
。

人
が
住
ん
で
い
な
い
か
ら
人
的
な
影
響
は

の
財
産
で
す
が
、（
首
長
ら
が
）経
済
優
先

で
走
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
各
地
で
見
ら
れ

ま
す
。
元
か
ら
あ
る
地
域
財
産
を
し
っ
か

り
残
し
て
ほ
し
い
し
、
環
境
ア
セ
ス
の
意

見
書
の
中
で
も
、
き
ち
ん
と
地
元
の
意
思

表
示
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
自
治
体
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
っ
て
も
、
事
業
者
は
様
式
に
沿
っ
て

作
っ
た
も
の
を
出
せ
ば
い
い
と
い
う
形
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
黒
松
内
町
の
よ
う
な

環
境
基
本
条
例
を
有
効
に
使
っ
た
事
例
を

参
考
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
─
─
住
民
が
留
意
す
る
点
は
？

　

佐
々
木　
「
あ
の
山
に
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ

が
い
る
よ
」と
い
う
情
報
を
基
に
調
べ
る

と
営
巣
地
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
外
部
の
専

門
家
よ
り
も
長
く
住
ん
で
い
る
住
民
の
ほ

う
が
詳
し
く
知
っ
て
い
る
わ
け
で
、
地
域

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
が

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

赤
井
川
村
で
は
、
住
民
と
事
業
者
に
よ

る「
対
話
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
再
エ
ネ

特
措
法
に
基
づ
く
説
明
会
や
ア
セ
ス
手
続

き
に
も
な
い
も
の
で
す
が
、
お
互
い
の
意

見
を
ぶ
つ
け
合
う
よ
う
な
会
で
し
た
。
そ

う
し
た
事
例
も
参
考
に
今
後
の
取
り
組
み

を
考
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

　
─
─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
４
月
19
日
、
札
幌
市
内
で
収
録
）

建設予定地には国有林が広がり、大方は保安林に指定されている

■️上紋峠周辺の巨大風発計画を追う【２】

住
民
参
加
が
少
な
い
ア
セ
ス
制
度
と

勧
告
以
上
の
権
限
が
な
い
中
央
省
庁

地
域
財
産
を
守
る
た
め
意
思
表
示
を

住
民
と
事
業
者
の「
対
話
会
」も
大
切


